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依頼件数 

泥かき ６件 
床板はがし ３件 
庭掃除 ４件 
引越し ０件 

 
 
 
 
 
 
 引き続き訪問を続けています。   

私たちが訪問することで掘り起こ

したいと考えている潜在的なニーズ

は、ボランティアに依頼することを

よしとせず、何でも自分で解決して

しまおうという自立心が強い方、他

人にお願いすることを申し訳ないと

思う慎み深い方の中にあります。も

ちろん自立の妨げになるような過剰

な援助はボランティアとはいえませ

んが、訪問行動を続ける中、足腰に

不安を抱える高齢の方が瓦礫撤去を

続けていたり、どうしていいかわか

らないが、他人には頼みたくないと

いう方に度々出会います。どこまでが必要な援助でどこからが過剰な援助になるかという線引きは

非常に難しいですが、身体を壊すおそれがあると考えられる場合は医療機関として見過ごすわけに

はいきません。しかし、依頼を受けているわけではないのでこちらも支援することも出来ず、だか

らといって放っておくことも出来ないので顔を見るためにしばしば訪問することを続けてきました。 

その方から本日、瓦礫撤去の依頼がありました。お話を伺っていると私たちに信頼を寄せていた

だけたことがどうやらボランティアを受ける要因になったようです。支援は、結局のところ人と人

との関係だと改めて考えさせられる出来事でした。 

今後も行政ではどうしても把握することが難しい部分を、訪問を続けることで掘り起こし、支援

の手が届くようにしていきたいと考えています。 
 
 
 

ヘルスコープおおさかの黒田さんとけいはん医療

生協の組合員である冨田さんが２６日にお帰りにな

られました。黒田さんは約３週間という長期に渡り

当センターで尽力され、被災者の方から厚い信頼を

寄せられています。彼の築き上げた信頼関係は今後

の支援において非常に重要な軸となるでしょう。 

冨田さんは、機械関係の職場で働かれていたとい

う経験を存分に発揮し、中古の自転車を新品のよう

にしていただきました。 

本当にお疲れ様でした。 


